
= 第 3 3 恒官 憲 法 講 座 ㌦ ㌦ の 題慧 誘 ‰ ヽ = =

醇

至芸 霊芸子三警車主安保法制を廃止す
∴

■ ‥ … ‥ ､
ヽ = ヽ ヽ ､ ､ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ｢ -~ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ = ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ･ ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ ヽ ヽ ＼ ヽ ヽ ヽ ､ ヽ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ＼ ､ ､ ､
､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ､

･
▲ ､ ､ ＼ ､ ､

･

･
､
- ､ ､

･ ＼ ､ ＼ ､
･
･ ､ ＼ ､ ､ ､

･
- ＼ ､ ､ ､ ､ ､ ､ ＼ ､

､

-
､ ､ ､ ､ ､

＼･し ､ ､ ､ ･ ､･ ､ ､ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽヽ ヽ ヽ ヽ ＼ ヽ ヽ ヽ ヽ ゝ､
･

安倍政権髄 ｢ 特定秘 密保護法 澗 簡保関連法軌 馨 多く の燭民 が 反対す る 軌 説明‡
をつ く レて い る と言え 凱 憎 ま強行成立凄愴 蕾 じた ｡ 世論 臥 決じて こ机 を認 めて軋､ …
ま世ん ｡ 怒 り さ ぇ覚え読す ｡ 前回の講座 で 臥 安保法制の廃止 を求める敬遠の声 臥 圭
選挙を通 じて 実現 で 馨る こ とだ と再認 識草世て 岬 だ 著ま ルた ① 牽 こで 再 臥 十河先手
生 に お越 し願 い ､ こ の 夏の 参議院選 の重要 榔 ㌫ 凱 ､ て 改めて お講 じ駈､ た だ き資す ｡ ポ至
イ ン トをつ い て 分か り易 く諸藩 机ますの で ､ 是 軌 多く の簡様に 劉 帆 ､ ただき たく おミ
誘い申 レあげ密す ｡
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～ニ ニニ う : 仙魯市市民 活動サ ボ 州
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研修室 5 ( 4 階)
仙飴市商葉区本町 二 廿日8 - 牒 5 電話 ¢22 - 21 2 - -

3 馴⑳
交 通 案 内 : 地 下鉄 ご利用の 方 臥 地下鉄 広瀬過 り都 下 軋 西 5 番 の通路 を止 る ｡

♂慣ス を ご利 用 の 割 凱 喝串 捌 睦前渡た 怯 簡 Ⅱ 憲議所前 で下 軌 索 二 番丁 遵
り と広瀬通 りめ西北飽か ら西 へ = つ めの 旺 肌 出Å m の ガラ ス 戸に市民活
動サポ ー
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束北大学法学部卒某
仙台弁護丑会 に登録 乾か野寺悟 叫 法律事務所所属)
サ 河法律事務所設立 ㈹ 022 - 2 陀 一

憫 3 ･ 『風光 ¢22 - 2笥2 一 柑¢5)

仙台弁護士会 法律相談 役 ン タ 鵬

運 営費農芸費輿 鼠 患法要農芸副費最長
特定秘密保護法対策プ m ジ ェ ク 虹チ ー ム要 臥
災害対策 本部本部員等

東北弁連 個 弁連 用発達菜避事 馴回議セ ン タ 仙

､ 法テ ラ ス等で役職を 務め て監､ 凱
く力を入机 て い る こ と〉
医療事故 憶 寄倒) ､ 交通事臥 原発損害聴胤 多重償稚番の救済など ､ 市民の 安
全や平和を守るため の活動 軋 躊衛膵に よる 市民監視の 差 じ止め を求め る訴訟等
に も参加 し ､ 2 0 陀年仙台地裁 ･ 2¢柑年触台高裁 で画期 的な勝訴判決を 得た ¢
変 じめに生 きる市民が尊重彦 れ 人権が擁護者机 ､ 被害が救済藩航 る よう尽 力 ♭
た尤㌔
鹿 味〉疇

‥_

一

二車 苧至
__
竺苧〒モミ∴ __ _ _ ‥. … ‖_ _ _ _ ‥ __ _‥ __ ‥._ ._ __ ‥ ‥ .




